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１ はじめに 

（１） 研究の背景 

サッカーとは、各チーム１１人で一つのボールを奪い合いどれだけ点を

多く決められたか競うスポーツである。サッカーには様々な戦術があり、

ビルドアップ（構築するという意味で、ボールを保持しながら相手コート

まで安全に前進していくこと）はその中の一つである。現代サッカーでは、

ビルドアップを重要視しているチームも多く、トレンドとなっている。三

笘薫選手が所属しているブライトンもビルドアップチームであり、世界最

高峰のリーグであるイングランドプレミアリーグで良い成績を残してい

る。 

さらに２０２３年に行われたＵＥＦＡチャンピオンズリーグで優勝し

たマンチェスターシティもビルドアップチームの一つに分類される。グア

ルディオラ監督のもと、選手の立ち位置が計算され、相手の守備ブロック

を前進し得点を取るスタイルは世界で賞賛されている。 

 

（２） 動機・目的 

現代サッカーでは、ビルドアップが重要視されており、ビルドアップに

はパス＆コントロールなどの技術面やポジショニングや、５レーン理論な

どの戦術面など、高度なサッカー理解が必要とされている。そこで私たち

はどのようなプレー要素が成功要因となっているか疑問を持った。三好高

校サッカー部 A チームもビルドアップによる攻撃を軸にしている。しかし

ビルドアップ時、なかなか前進できず成功率が低いことが課題として挙げ

られている。そこで私たちは自分たちの試合を分析して、ビルドアップの

成功要因を研究してみることにした。この研究で成功要因を明確にし、三

好高校サッカー部の戦術の向上に役立てたい。 

 

（３） 仮説 

ビルドアップ成功には、関わる人数を増やしパスコースを作り、数的有

利を生み出すことが一番の要因と考える。 

 

 



２ 研究方法 

（１） 目的 

     映像を分析しビルドアップの成功要因を明確にすることを目的とする。 

（２） 対象 

 三好高校サッカー部Ａチーム（２０２３年度高円宮杯 JFAU-18 サッカー

リーグ愛知県２部８試合） 

（３） 手順 

   ア 試合映像よりビルドアップ成功時の要因を数える。ここでのビルド

アップ成功とは相手の中盤ラインをボールが超えることとした。 

   イ 成功要因は以下の１０項目とする。  

関わった人数,パス距離,パスの種類（ゴロ,浮き球,ドリブル）,タッチ

数,パス方向,受け手の場所,パスの数,パスコースの数,成功するまでの

時間,受け手の選択肢（ダイレクト,ターン,キープ） 

    ウ 試合ごとの表を作成、また要因ごとのグラフを作成し、まとめる。 

 

 

図１ サッカーコート 

※図１はサッカーコートを分割したもので成功要因の「場所」という項目

で用いた図である。 

※結果のパス方向はボール保持者がゴール方向を向いた時、縦方向を「↑」

右斜め方向を「↗」左斜め方向「↖」とする。 
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３ 結果 

 

表１ 第１節 VS 熱田 

 

 

表２ 第２節 VS 名古屋 

 

 

表３ 第 3 節 VS 至学館 

 

 

表４ 第４節 VS 愛工大名電 

 

 

 

関わった人数 パス距離(m)
パスの種類
(ゴロor浮き球)

タッチ数 パス方向 場所 パスの数 パスコースの数
時間
(秒）

受け手の選択肢
(ダイレクトorターンorキープ）

① 7 30～35 ゴロ 1 ↗ ⑬ 9 2 27 キープ
② 1 0～5 ゴロ 1 ↑ ⑫ 1 3 1 ドリブル
③ 5 30～35 浮き球 2 ↑ ⑱ 4 3 16 キープ
④ 5 5～10 ゴロ 2 ↖ ⑬ 14 3 15 キープ
⑤ 6 30～35 浮き球 5 ↑ ⑨ 12 5 22 キープ
⑥ 6 10～15 ゴロ 3 ↑ ⑥ 18 4 21 キープ
⑦ 6 50～55 浮き球 3 ↗ ⑲ 20 5 19 キープ

VS熱田

関わった人数 パス距離(m)
パスの種類
(ゴロor浮き球)

タッチ数 パス方向 場所 パスの数 パスコースの数
時間
(秒）

受け手の選択肢
(ダイレクトorターンorキープ）

① 5 10～15 ゴロ 6 ↑ ⑫ 10 4 17 キープ
② 6 20～25 ゴロ 2 ↖ ⑲ 34 4 40 キープ
③ 5 10～15 ゴロ 4 ↗ ⑩ 11 3 14 キープ
④ 4 30～35 ゴロ 3 ↑ ⑦ 16 5 19 ダイレクト

VS名古屋

関わった人数 パス距離(m)
パスの種類
(ゴロor浮き球)

タッチ数 パス方向 場所 パスの数 パスコースの数
時間
(秒）

受け手の選択肢
(ダイレクトorターンorキープ）

① 5 10～15 ゴロ 4 ↑ ⑭ 7 4 25 キープ
② 4 0～5 ゴロ 3 ↑ ⑨ 7 4 28 ターン
③ 4 0～5 ゴロ 4 ↖ ⑪ 4 2 7 キープ
④ 5 0～5 ゴロ 2 ↖ ⑪ 7 3 23 キープ
⑤ 6 0～5 浮き球 3 ↑ ⑩ 14 2 61 キープ
⑥ 5 5～10 ゴロ 7 ↖ ⑥ 10 3 38 キープ
⑦ 3 20～25 ゴロ 2 ↖ ⑥ 3 3 10 キープ
⑧ 3 30～35 浮き球 2 ↑ ⑮ 2 4 7 ダイレクト

VS至学館

関わった人数 パス距離(m)
パスの種類
(ゴロor浮き球)

タッチ数 パス方向 場所 パスの数 パスコースの数
時間
(秒）

受け手の選択肢
(ダイレクトorターンorキープ）

① 3 0～5 ゴロ 5 ↑ ⑬ 5 2 15 キープ
② 4 0～5 ゴロ 2 ↖ ⑥ 4 3 9 キープ
③ 6 0～5 ゴロ 7 ↗ ⑦ 5 2 21 ダイレクト
④ 3 10～15 浮き球 3 ↑ ⑫ 2 4 5 キープ
⑤ 5 20～25 浮き球 2 ↖ ⑥ 6 3 14 キープ
⑥ 8 5～10 浮き球 3 ↗ ⑩ 11 4 43 キープ
⑦ 6 30～35 浮き球 2 ↗ ⑨ 8 5 26 キープ
⑧ 6 10～15 浮き球 3 ↗ ⑧ 8 3 31 キープ
⑨ 3 20～25 浮き球 2 ↗ ⑩ 2 5 11 キープ

VS愛工大名電



表５ 第５節 VS 大同大大同 

 

 

表６ 第６節 VS 大成 

 

 

表７ 第７節 VS 中部第一 

 

 

表８ 第８節 VS 名東 

 
 

 

 

関わった人数 パス距離(m)
パスの種類
(ゴロor浮き球)

タッチ数 パス方向 場所 パスの数 パスコースの数
時間
(秒）

受け手の選択肢
(ダイレクトorターンorキープ）

① 5 15～20 浮き球 10 ↖ ⑪ 6 2 16 ターン
② 3 15～20 浮き球 6 ↑ ⑭ 4 3 11 ダイレクト
③ 5 0 ドリブル 14 なし ⑪ 6 2 22 ターン
④ 3 20～25 浮き球 5 ↑ ⑩ 2 3 14 キープ
⑤ 3 0～5 浮き球 7 ↑ ⑧ 3 3 10 シュート
⑥ 4 0～5 ゴロ 10 ↗ ⑩ 3 2 12 ターン
⑦ 3 0～5 ゴロ 10 ↑ ① 2 2 12 キープ
⑧ 6 0～5 ゴロ 31 ↑ ① 7 2 48 キープ
⑨ 5 20～25 浮き球 13 ↖ ⑦ 5 2 17 キープ
⑩ 4 5～10 浮き球 5 ↖ ⑦ 3 3 12 ダイレクト

VS大同大大同

関わった人数
パス距離
(m)

パスの種類
(ゴロor浮き球)

タッチ数 パス方向 場所 パスの数 パスコースの数
時間
(秒）

受け手の選択肢
(ダイレクトorターンorキープ)

① 3 0 ドリブル 18 なし ⑪ 7 2 24 ターン
② 6 0～5 ゴロ 22 ↖ ⑪ 9 3 28 ターン
③ 3 0～5 ゴロ 6 ↗ ⑩ 2 3 5 ターン
④ 3 20～25 浮き球 5 ↖ ⑥ 2 3 13 キープ
⑤ 6 20～25 浮き球 28 ↑ ① 7 2 39 キープ
⑥ 4 20～25 浮き球 12 ↗ ⑩ 4 3 18 キープ
⑦ 5 ５～10 ゴロ 17 ↑ ⑪ 4 3 18 ターン
⑧ 4 ５～10 ゴロ 9 ↑ ⑪ 4 2 14 ダイレクト
⑨ 4 ５～10 ゴロ 9 ↑ ⑭ 5 3 14 ターン
⑩ 4 20～25 浮き球 12 ↗ ⑩ 4 3 10 ターン

VS大成

関わった人数 パス距離(m)
パスの種類
(ゴロor浮き球)

タッチ数 パス方向 場所 パスの数 パスコースの数
時間
(秒）

受け手の選択肢
(ダイレクトorターンorキープ）

① 4 0～５ ゴロ 5 ↖ ① 3 2 10 ターン
② 4 5～10 浮き球 9 ↖ ① 4 3 20 ターン
③ 4 25～30 浮き球 6 ↗ ⑤ 3 3 15 ターン
④ 9 0～５ 浮き球 69 ↑ ③ 23 3 90 ミス

VS中部第一

関わった人数 パス距離(m)
パスの種類
(ゴロor浮き球)

タッチ数 パス方向 場所 パスの数 パスコースの数
時間
(秒）

受け手の選択肢
(ダイレクトorターンorキープ）

① 5 15～20 浮き球 8 ↑ ⑩ 5 3 20 ターン
② 4 ５～10 ゴロ 10 ↑ ⑧ 4 2 10 ターン
③ 6 25～30 浮き球 29 ↑ ① 9 3 30 キープ
④ 5 15～20 浮き球 10 ↑ ⑩ 6 3 20 ターン
⑤ 6 25～30 浮き球 16 ↑ ⑩ 8 2 40 キープ
⑥ 5 25～30 浮き球 16 ↑ ③ 7 2 20 キープ

VS名東



上記の結果をもとに成功要因を分かりやすくするため、各１０種類の項目を

グラフにまとめた。 

  

    図１ パスの距離           図２ 関わった人数 

 

    図３ パスの種類           図４ タッチ数 

 

 

     図５ パスの方向           図６ 場所 
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     図７ パスの数          図８ パスコースの数 

 

      図９ 時間          図１０ 受け手の選択肢 

 

（１）パスの種類：０～５ｍが１６回と一番多かった。 

（２）関わった人数：３～６人が他に比べ、多かった。 

（３）パスの種類：ゴロと浮き球に比べ、ドリブルが極端に少なかった． 

（４）タッチ数：２～３回が一番多かった。 

（５）パスの方向：縦方向「↑」が一番多かった。 

（６）場所：５回を超えているのは①、⑥、⑩、⑪でその中でも一番多かった

のは⑩だった。 

（７）パスの数：２～７回が平均的に多く、４回が一番多かった。 

（８）パスコースの数：３個が一番多かった。 

（９）時間：１０～２０秒が一番多かった。 

（１０）受け手の選択肢：キープが一番多かった。 

以上の結果から私たちは全８試合をもとに考察を考えた。 
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４ 考察 

  本研究では、「ビルドアップ成功要因」について分析することを目的として実

施した。成功要因１０項目の内、傾向が見られた３つの項目に着目し考察をまと

めた。 

 

（１） パスの距離 

図１からみてとれることは、一番多かったのは０～５ｍの１６回であ

った。このデータに関しては、成功率について考慮されていないが、０～

５ｍは１６本５～１０ｍは９本１０～１５ｍは６本と、グランダーでのパ

スの限度とされる１５ｍにおいて近いパスの方が成功数が多いことが分か

る。普段の練習から行っているパス練習の距離と近いため、失敗する確率

は低いと考えられる。０～２０ｍをグランダーでのパスと仮定し２１～３

５ｍを浮き球でのパスと仮定したとき０～２０ｍの合計が３３本２１～３

５ｍの合計は２４本だった。このことから、距離が近いグランダーでのパ

スの方が成功しやすいと考えた。３５ｍ以上のパスは今回成功のプレーが

なかったため、ビルドアップにおいて３５ｍ以上のパスは効果的ではない

と考えられる。 

 

（２） 関わっている人数 

関わっている人数とはビルドアップが成功するまでの、ボールの触れ

た人数である。図２より、一番多かったのは全５７回の内１５回の「５

人」であった。しかし、「３人」が１１回、「４人」が１４回、「５人」が１

５回、「６人」が１３回とあり、３～６人での関わりが全５７回中５３回で

あった。 

 このことから、仮説では自分たちの選択肢が増えることで相手の二列目を

突破できるのではないかと考えたが、関わっている人数が多ければ多いほど

ビルドアップ成功要因に繋がるというわけではないということが確認する

ことができた。 

ビルドアップでは、全員のポジショニング、つまり選手の立ち位置が重要

とされるが、実際にボールに触れる選手の６人までのプレーの重要度が高い

ことが伺える。 

 

（３） タッチ数 

タッチ数とはビルドアップが成功するまでの、ボールに触れた数の合計

である。図４より、一番多かったのは全５７回の内１０回の「２回」であ



った。「１～１０回」、「１２～６９回」と分けた時、１～１０回は７７％、

１２～６９回は２３％となった。このことから、例外を除いて、全体のタ

ッチ数をなるべく少なくすることを意識した方がビルドアップ成功に繋が

ることが分かる。当然相手の守備状況によっても変わるため少なければ少

ないほど良いわけではないが。 

ビルドアップ時には一人一人のタッチ数を減らし、スムーズにビルドアッ

プをすることが効果的である。 

 

５ 結論・まとめ 

今回私たちは三好高校サッカー部Ａチームのビルドアップ成功要因に着目             

て分析を進めてきた。関わる人数を増やしパスコースを作って数的有利を生み

出すのが一番の要因なのではないかと仮説を立て、過去の試合（２０２３年度高

円宮杯ＪＦＡ Ｕ－１８サッカーリーグ愛知県２部８試合）の映像分析し、デー

タ収集を行った。その結果、ビルドアップ成功の傾向は考察の通り得ることがで

きた。 

私たちが今回の研究よりビルドアップ成功に向けて導き出した結論は３つあ

る。 

１つ目はビルドアップにおいて３５ｍ以上のパスは効果的ではなく、０～１５

ｍのパスは成功率が高いこと。２つ目は関わっている人数が多ければ多いほど

成功に繋がるというわけではなく、最低３人は必要であり、そして６人までの関

わりの重要性が高いこと。３つ目は全体のタッチ数をなるべく減らすこと。 

当然これらは傾向の１つであり、相手の守備状況によっても変わる。相手の採

用する守備戦術に対応するために、上記の成功要因を認識した上で、戦術的な理

解を深め、技術的な引出しの多さが試合において求められることが分かった。 

今回の研究の反省点としては、第１に私たちはビルドアップの成功した場面だ

けをピックアップして研究をしたが、失敗した場面も分析しその結果を比較す

れば、より多くの傾向や結果がでたのかもしれない。第２に分析する項目を１０

個でデータ収集を行ったが、項目が少ないのと分析しにくい項目があったため

項目についてもっと深く考える必要があった。 

本研究を通して三好高校サッカー部がビルドアップの重要性を認識して練習

や試合に取り組んでくれることを願う。 

 

 


